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はじめに：  近年のオゾン利用の様々な分野

への広がりは、多様なオゾン濃度での生成法の

研究へと繋がっている。純酸素を原料とした誘

電体バリア放電による高効率、高濃度の生成に

おいては長時間にわたる生成に伴い、オゾンが

徐々に生成されなくなる(1)など問題が発生し

ているまた、この現象を解消するために窒素な

どをごく微量加えることが行なわれているが、

これらのメカニズムについても解明されてい

ない。そこで筆者らはこれまでこれらの現象を

解明するために計算機シミュレーションを行

い、オゾン生成の減少が起こる原因として、長

時間にわたる誘電体表面のダメージ (2)による

二次電子放出量の低下と考え、オゾン生成量の

二次電子放出係数依存性を調べ、係数が小さく

なるとオゾン生成が減少することを明らかに

した(3)。また、窒素を微量加えることで、実際

にオゾンが増加するかを調べるために、簡単な

レート方程式を用いてオゾン密度の増減の計

算し、その結果、微量窒素の導入によりオゾン

密度が上昇することを明らかにした。今回窒素

ガスの混合比および解離度依存性を計算した

ので報告する。 
結果及び考察：  酸素分子密度、酸素原子密

度、オゾン密度は初期条件としてシミュレーシ

ョンで得られた値を用い、窒素混合比および解

離度をパラメータとして計算をした。図１に前

回より広い範囲において解離度の依存性を調

べた。その結果、酸素の解離度が高くても、低

くても窒素解離度が上昇すると同程度のオゾ

ン生成効果が得られることが分かった。また、

図２に示すように窒素ガス混合比を変化させ

た場合においても窒素分子の増加による影響

は観られず、解離度にのみ依存することがわか

った。詳細は当日述べる。 
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図１．酸素原子、酸素分子およびオゾン密度の時間変 図２．オゾン密度の窒素分子解離度依存性
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